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Ⅰ.はじめに

平成7年度より開始された文部省｢スクールカウンセラ

ー活用調査研究｣委託事業(現在文部科学省｢スクールカ

ウンセラー活用研究｣委託事業補助)は評価を得ながら，

その事業を年々，拡大している。現在のところ､文部科

学省としてはすべての中学校にスクールカウンセラーを

配置する方針とのことである。

筆者も平成7年より北九州市教育センター学校巡回カ

ウンセラーの仕事を始めたことをきっかけに，スクール

カウンセリングの世界に足を踏み込み，臨床心理士資格

取得後の平成10年度より断続的にスクールカウンセラー

の仕事を続けている。今年で10年目に入り，それなりの

経験と実績を積んでいると考えている。

臨床心理士の資格を持つ者にとって，スクールカウン

セラーは大きな責任を伴う仕事のひとつといってよいだ

ろう。しかし，スクールカウンセラーが学校に赴任した

からといっても，よほど緊急性が高い案件を除けば，す

ぐに相談が舞い込む訳でも学校に馴染む訳でもない。ス

クールカウンセラー側から学校に積極的に働きかけてい

かなければ，勤務時間中ずっと相談室に閉じこもってし

まう，ということにもなりかねない。実際，スクールカ

ウンセラーの仕事を始めたばかりの臨床心理士からそう

いった話を耳にすることも多い。

スクールカウンセラーが学校に馴染み，児童生徒，保

護者，教師に活用していただけるようになるには，スク

ールカウンセラーが学校システムに対して，ジョイニン

グしていくことが必要である。

ここで学校システムとは相模(2001)(2)によると「児童

生徒，教職員，保護者，地域などの関係の総体」と定義

される。同じく，ジョイニングは家族療法の技法の一つ

であり，野末（1999）(1)によると「機能不全にある家族

を再構造化し，治療目標を達成するために，治療者が家

族システム内のメンバーに仲間入りをし，家族と一緒に

治療システムを形成する手段」と定義されている。その

際，伴走，調節，模倣の3つの技法がある。同じく野末

（1999）によれば，伴走は「治療者が，家族に今までど

おりにコミュニケーションを続けるよう支持し，その流

れに治療者がついていくこと」，調節は「治療者自身の

言動を家族の交流に適合させること」，模倣は「治療者

は，家族の言語的非言語的側面を観察し，ことばづかい，

比喩的な表現，感情の表現，仕草などを，意識的無意識

的に模倣すること」とされている。

家族を学校に置き換えて考えれば，スクールカウンセ

ラーにはこのような学校システムにジョイニングするこ

とが求められていると考える。そこで，本稿では筆者の

スクールカウンセラーとしての経験を振り返り，スクー

ルカウンセラーが学校システムにジョイニングする際の

具体的な手法について述べることとする。前述したジョ

イニングの伴走，調節，模倣の各側面から述べていきた

い。

なお，以下に述べる手法については，すべて筆者が開

発したというものではなく，各種研修会やスクールカウ

ンセラーをしている他の臨床心理士の意見を参考にしな

がら，筆者が実践していることを明記しておく。また，

すべての学校で以下に述べる手法を行っているという訳
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でもなく，学校の事情に合わせながら，臨機応変に行っ

ている。

Ⅱ．伴　走

スクールカウンセラー導入にあたっては，学校システ

ムの把握が重要となる。学校の置かれた地域風土や教員

組織，保護者との関係により，学校の雰囲気は大きく変

わってくる。

スクールカウンセラー赴任時には，まず学校長と会い，

スクールカウンセラーの今後の方針について話し合うこ

とになる。学校長は学校の最重要責任者であり，学校と

外の世界との｢窓口｣の役割を果たしている。初日はまだ

訪問者に過ぎないスクールカウンセラーに対して，学校

長は最初にジョイニングすべき相手なのである。学校長

がいかなる教育理念を持って，学校経営を行っているか，

そして，その中でスクールカウンセラーをどのように位

置付けているかについてのお考えを伺わせていただく。

これは学校側のスクールカウンセラーに対するニーズを

確認することにもつながる。

続いて，教頭にも同じようにお話を伺う。学校長の考

えがどのように教頭に理解され，学校経営に結びついて

いるかを伺うこととなる。教員組織は原則としてトップ

ダウンの組織であり，校長→教頭→各種主任→各教員と

いった順番に情報は流れる。校長と教頭がいかにパート

ナーシップを築いているかを把握することが，学校シス

テムを理解することにつながると考える。

その後は生徒指導主事，養護教諭，そしてスクールカ

ウンセラー担当教諭に話を伺う。筆者の経験では教頭，

生徒指導主事，養護教諭がスクールカウンセラー担当教

諭を兼ねていることが多かった。この段階になると全児

童生徒の名簿を頂き，それを見ながら，各教諭が気にな

っている子どもについて話を伺う。興味深いのは生徒指

導主事と養護教諭の｢気になる子ども｣が違っていること

である。これは役割上の相違であるが，生徒指導主事は

生徒指導上，問題と考えられる子どもを上げ，養護教諭

は保健室に来る気になる子どもを上げる。どちらもスク

ールカウンセラーにとっては貴重な情報である。むろん，

この段階でスクールカウンセラーがあまり意見を挟むこ

とはない。よほどの例外を除いて，この段階では学校シ

ステムを把握することが重要である。

続いて，全学級担任と会わせて下さるよう，スクール

カウンセラー担当教諭にお願いし，随時，面接を行って

いく。5分でも構わない。各学級担任にそれぞれのクラ

スの雰囲気，気になる子どもなどを伺っていく。そのま

まコンサルテーションに移行することもあれば，子ども，

保護者にカウンセリングを勧めるようお願いすることも

ありうる。

このような伴走を中心としたジョイニングを行い，学

校システムの中の教員組織について把握していく。赴任

した学校の教員組織に合わせながら，スクールカウンセ

ラーが活動する枠組みが決まっていく。

Ⅲ．調　節

教員組織を把握したら，次は児童生徒にスクールカウ

ンセラーの存在を知ってもらうことが重要となる。スク

ールカウンセラーといっても，子どもたちには何をする

人なのかが実際には分からない。カウンセラーという人

を初めて見る子どもがほとんどなのだ。また，非常勤と

いう勤務形態からその存在自体さえ知られない危険性さ

えある。子どもたちにはまず｢スクールカウンセラーと

いう人が学校に来ているらしい｣という認識を持っても

らう必要がある。いわばスクールカウンセラーのプロモ

ーション活動である。

具体的には朝会などの全校児童生徒の前でのお披露目

を含めたあいさつに始まる。また，保健室，職員室など，

子どもの集まる場所に子どもと話しに行く必要があるで

あろう。後述するが，各クラスにスクールカウンセラー

が給食も食べに行く。相談室も昼休みなどは可能な限り，

開放する。

特に保健室では心身の不調を訴える子どもの中には，

カウンセリングを必要とする者もあり，子どもと雑談を

している内に相談につながることもある。そこまでいか

なくとも，単に｢話してスッキリした｣ということでも充

分であろう。今度はその子どもが他の困っている友達を

連れて，スクールカウンセラーのところにやってくる。

これが繰り返されていけば，段々と子どもたちの中に

「スクールカウンセラーという人は悩みを聞いてくれる

らしい」という理解が広がることになる。こうしてスク
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ールカウンセラーの存在をゆっくりと子どもたちに知っ

てもらうよう働きかけていく。

保護者，教員には｢スクールカウンセラーにはこんな

ことができます｣といったプリントを配布して，広く相

談を求めていく(資料1，2参照)。

教員に関しては，ほとんどの職員室には自然に｢たま

り場｣が出来上がる。その場に出入りすることが重要で

ある。その中で公には少し話しにくい気になる子や，問

題行動の話が出てきて，相談につながりやすいことがあ

る。以前は職員室の一角に喫煙所があり，そこが｢たま

り場｣として機能していたのだが，近年は廃止されて，

いたしかたないことではあるが寂しい限りである。

Ⅳ．模　倣

続いて，模倣の面からスクールカウンセラーの学校シ

ステムのジョイニングについて考えたい。学校には多数

の有形無形のルールが存在する。それを模倣しながら，

ジョイニングを行うわけである。

例えば学校には｢知らない人であっても学校内ではあ

いさつをする｣といったルールが存在し，指導が行われ

ている。たとえ学校外の見も知らない人間であっても形

式上，子どもたちはあいさつをしなければならない。ス

クールカウンセラーも最初はほとんどの子どもは「知ら

ない学校外の人間」に近い。このルールを模倣しながら，
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スクールカウンセラーは廊下などで頻繁にあいさつをし

ていく。子どもがあいさつを返してくれたら，一言声を

かけてみる。｢元気いいね｣でも，「休憩時間は何してい

るの？」でもたわいのない話で構わない。こういったあ

いさつから会話を繰り返す内に，スクールカウンセラー

の存在が学校の中に溶け込んでいくことになる。

次に「副担任や栄養士などの学級担任以外の教員が教

室に給食を食べに行く」というルールもある。学級担任

以外にも副担任や､栄養士として勤める先生方が給食時

間に各クラスで給食時間を共にする。これも模倣して，

スクールカウンセラーも給食時間に各クラスを毎週回

り，給食を共にしていく。もちろん一言あいさつさせて

もらい，スクールカウンセラーの宣伝を行う。こうする

と実際のクラスの様子を見ることができ，カウンセリン

グに関わっている気になる子どもの様子も実際に見るこ

とができる。またクラスには子どもが描いた絵､作文な

ども貼られており，描画法などの心理アセスメントの心

得があれば，気になる子どもをピックアップすることも

可能である。クラスからの帰り際に学級担任にお礼を言

う際に，そういった子どもについて話し合うことも可能

である。

そして学校では様々な学校だよりが発行されている。

これを真似て，スクールカウンセラーも｢スクールカウ

ンセラーだより｣を発行する。資料3,4にはその実例を載

せている。内容は簡単なエッセイとその月の来校スケジ

ュールである。エッセイには筆者の専門とする解決志向

セラピーの質問法について書いている。小学校に配る場

合はふりがなも振って，小さい子どもでも読めるように

している。経験では資料4のようなコンプリメント(ほめ

る，ねぎらうこと)について書くと，保護者､教員からの

反応が大きいように思われる。この｢スクールカウンセ

ラーだより｣については子どもよりは保護者からの反響

が多く，｢スクールカウンセラーだよりを読んで，相談

に来てみようと思った｣と話される方も多い。
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また，段々と学校システムにジョイニングすることが

出来てくれば，教員研修や保護者向けの講演会を頼まれ

ることもある。スクールカウンセラーが学校システムに

ジョニングできたことの証であろう。講演会のテーマと

しては，筆者は｢子どもの話の聞き方｣といった演題でお

話しさせていただくことが多い。これは「子どもの発達

のあり方」などをテーマとして話すと，保護者の方は話

と自分の子どもとを比べて，かえって不安になってしま

う場合もあるので，それよりも普段の親子のコミュニケ

ーションを充実させることに重点を置いた話をする方が

効果的ではないかと考えるからである。資料5のような

プリントを配布したり，実践的なワークを行うと好評の

ようである。

このような活動の中でスクールカウンセラーがジョイ

ニングを行い，学校システムの一部となり，実際的な活

動を行うこととなる。詳しい事例の実際については他に

譲りたい。

Ⅴ．まとめ

以上､簡単ではあるが､筆者の経験からスクールカウン

セラーの学校システムへのジョイニングの実際につい

て，具体的手法を述べてきた。スクールカウンセラーは

段々と定着していると考えられるが，学校のお役に立て

るよう積極的にスクールカウンセラーが働きかける活動

が必要と考える。
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